
しこまる 

2 学期はセカンドスクール・プレセカンドスクール・生活科体験・デフリンピック見学・関前場所・学校保健
委員会・道徳授業地区公開講座・連合音楽会・関ランタイム・書初めなど体験を重視した活動を行ってき

た。体験後は発表の場を設け、子供たちが学びを振り返り、自分の考えを言葉で伝える力を育てている。安
全に関しては避難訓練・安全指導・情報の時間などで指導をした。3学期も学校公開や展覧会、校内書初め展

などの行事を通し、保護者や地域の皆様に日頃の学習や子供たちの様子をご覧いただきたい。 

三学期の主な予定～行事でつける力～ 

展覧会・関縄（長縄週間）・かくし芸大会・6年生を送る会・卒業式・日本とタンザニア交流・ジュニアバン
ドジョイントコンサート・せきなんコンサート等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武蔵野市立関前南小学校 令和７年度  

開かれた学校づくり協議会だより NO.６ 

令和８年 1 月 15 日（木）第６回目の開かれた学校づくり協議会が行われました 

 

 

 よい試みだった！各校の雰囲気

が全く違う。今後もやるとよ

い。関前南も目的をもってイベ

ントをやってみると良い。    

他校の開かれとの違いが分かっ

た。地域の人たちと顔見知りに

なる良い機会だった。イベント

を企画してみたい。 

新校舎に入れてよかった。時代

の変化に合わせて作られてい

る。卒業生の成長ぶりも見るこ

とができる良い機会だった。 

保護者目線でも参加できた。い

ろいろな人が子供たちに関わっ

てくれていると再確認ができ

た。またやってみたい。 

合同協議会は大事な機会だっ

た。第五小学校の「子供たちの

声」はとても参考になった。焼

き芋フェスは参考になった。 

顔見知りが多く地域の協力者が

多い地区。自分は市内他校との

関わりもあるが駅に近づくほど

商店街が増えるせいか、関係が

薄くなっていくように感じる。 

地域の子供たちに関わる方々を

知ることができた。どういう姿

に向けて自立を支援していけば

よいかイメージがついた。新校

舎はスケールが違った。 

普段知り合えない関係者の方々

と顔見知りになれた。グループ

ワークでは話が弾んだ。地域全

体で子供を支えようとする意識

が高い。 

PTA だけではなく、地域の方々

や卒業生の保護者など、多くの

大人が子供たちの育ちを支えて

いることが共有された、貴重な

機会となった。 

教育活動・行事についての報告 

第５回、第五中学校・第五小学校との三校合同協議会の感想 



いつも子どもたちを見

守ってくれている、す

ずめ門のすずめたち！ 

ご紹介します 
秋山聡さん 

元 PTA 会長・五中地域
コーディネーター・青
少協・ジャンボリー・
などなど、どんど焼き
でも大活躍！そしてあ
る時は関前監獄の看守
長アキヤマ様。いつも
関前南を応援してくれ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～今後の予定～ 

第７回目：２月７日（土）11 時 15 分～12 時半 

第８回目：３月６日（金）10 時～11 時半 

協議会はどなたでも傍聴できます。 

学校までご連絡ください。 

（℡：0422-53-7655）副校長：中瀬 

 

学校評価について～児童・保護者・教職員対象～まとめと意見 

全体として学校生活や学習環

境に対する評価は概ね高かっ

た。「安心して学校生活が送れ

ている」と問う項目では肯定

的な回答が多かった。 

数値が大きく下がっている項目

は少なく、日々の取組が児童や

保護者に伝わっていると感じ

る。しかし具体的な活動がわか

りにくいものもある。 

外遊びや体を動かす機会につい

ては児童の感じ方によってばら

つきがみられる。安全面や生活

習慣を重視したい保護者の意見

もある。 

ICT の活用については児童がデ

ジタルに慣れ親しんだ世代であ

り、利便性と影響の両面を考え

る必要があるのではないか。

「考える力」が大切。 

 ICT の今後の使い方や影響は、

家庭と学校の感じ方に違いが出

るのではないか。「書く」こと

が減っている。今後も丁寧に考

えていく必要がある。 

特別な支援を要する児童一人一

人の状況に応じた支援や児童た

ちの「声」をしっかり聞く事が

大切。 

学校評価の結果は数値だけで判

断しないことが大切。自由記述

の内容にも目を向け学校運営に

生かしていく必要がある。 

児童がアンケートに答えること

自体が学校をより良くしていき

たいという意識につながるとい

う意見もあった。今後も児童の

「声」を大切にしたい。 

 

 

今後の改善として、回答されて

いない人の思いやアンケートに

現れない声をどう意識していく

か。低い評価を気にしたい。 

「しっかり考える子供」 

「すなおでやさしい子供」「元気な子供」 

「地域とともにある開かれ」 

「特別支援教育の推進」 

「特色ある教育活動の推進」 

「働き方改革の取り組み」 

学校評価の目指す項目 


